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21年前に主な対象としていた小・中学生から、今後は熟年層を意識する施設整備を進める必要があります。具体的には、座席の
配置と安全な機能、室内のバリアフリー化、音響、照度の設定、入・退場時の導線設定などがあげられます。
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４.今後の事業展開（担当課としての提案）
平成22年度の事業の方向性
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